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新たな食料・農業・農村基本計画が閣議決定されました

食料・農業・農村基本計画は、食料・農業・農村基本法に基づき政府が策定するものであり、
概ね５年ごとに変更することとされています。令和７年４月11日に、令和６年に改正された食
料・農業・農村基本法に基づく、初の「食料・農業・農村基本計画」が閣議決定されました。

詳しくはこちら（農林水産省ウェブサイト）から →
https://www.maff.go.jp/j/keikaku/k_aratana/index.html



「大阪の都心部にコミュニティ農園誕生！」～ cotonなかせんば ～

cotonなかせんばは、大阪市中央
区に所在する辰野株式会社が自社用地
の活用を検討し、農林水産省の農山漁
村振興交付金(都市農業機能発揮対策)
に応募し、その提案が採択され、みん
なで共につくり、育てる都市型コミュ
ニティ農園として整備されました。

coton（コトン）なかせんば

〇豊作を祈念して
オープニングイベントでは、地域から

多くの親子連れが参加し、半円形に土が
盛られた畝に、豊作を祈念して子ども達
が色とりどりのスコップを手にし、「ス
コップ入れ式」が行われました。

〇みんなで、野菜の苗の植え付け
イベントのクライマックスでは、レタ

スや小松菜、パセリなど200株の野菜の
苗とジャガイモの種イモを地域の皆さん
で一緒に植え付けました。

30センチ間隔で植え付けるのはなか
なか難しく、最初は慣れない手つきでし
たが、だんだんと慣れてくると、あっと
いう間に植え付けることができました。

近畿農政局大阪府拠点では府内の農業者等と意見交換を行っています。→

都市型コミュニティ農園cotonなかせんばHP  https://coton-farm.com/

辰野社長はセレモニーの挨拶の中で、
「この農園を、遊びを楽しむ園、「遊
園」として、この街で住む人、働く人、
通りすがりの旅行者、ママ友やパパ友、
子ども達が関係を築ける場として、土に
触れることが少ない都会の中で、自然の
生育を感じながら、食も楽しんでいただ
きたい。」と抱負を語られました。

令和７年３月30日(日)、大阪市中央区北久宝寺町のビル街の一画に、「都市型コミュニティ農園coton
（コトン）なかせんば」がオープンしました。当日はオープン記念イベントとして、キッチンカーでのマ
ルシェ販売や主催者、来賓者の挨拶に続き、地域の子どもたちによる「豊作祈念のスコップ入れ式」や
「野菜の植付体験」などが催され、大阪・中船場界隈には、子どもたちの元気な声が響きわたりました。



農政に関するご相談、事業や制度へのご意見等がございましたら、お気軽に地方参事官ホット
ラインまで連絡ください。また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

TEL：06-6941-9658  Email： hotline_kinkiosaka@maff.go.jp 

大阪産（もん）とは、大阪府内で生産された農林水産物とその加工品のことです。

← 大阪産（もん）に付けられているロゴマークは、大阪もんの言い換えである
「品」をモチーフに「農産物や林産物などをイメージする萌葱色（もえぎいろ）」、
「魚介類などをイメージする孔雀青（くじゃくあお）」「つくり手」の温かみや情熱
など「大阪産（もん）」を支える人々をイメージする金茶色（きんちゃいろ）」を３
つの「円」で表し、様々な主体の活動や連携の「輪・環」を築き広げることを表し
ています。

地方参事官ホットライン

「大阪産（もん）」の紹介

季節の大阪産（もん）→

春の味覚といえば「碓井豌豆（うすいえんどう）」
大阪府羽曳野市碓井地区で誕生した碓井豌豆は、４

月から５月頃に旬を迎え、皮が薄くうまみと甘みが強
いのが特徴であり、なにわの伝統野菜にも登録されて
います。

おすすめは、豆ごはんですが、たまごとじ、かき
揚げなど、色々な料理で美味しく食べられます。

「みどりの食料システム戦略」の実現に向けて、将
来を担う若い世代の環境に配慮した取組を促すため、
農業大学校や農業高校を含む大学生や高校生等の個
人・グループが「みどりの食料システム戦略」に基づ
いた活動を実践する機会として「みどり戦略学生チャ
レンジ」を開催しています。

第２回みどり戦略学生チャレンジ近畿大会を開催しています

高等学校、高等専修学校、高等専門学校（３年生以下）の
学生により構成されるグループ又は個人

高校の部 大学・専門学校の部

大学、短期大学、専門学校、高等専門学校（４年生以上）の
学生により構成されるグループ又は個人

※令和７年11月30日時点で在学していること。 ※農業高校、農業大学校等の農業に関係する教育機関に限りません。

《応募資格》

《募集内容》
「みどりの食料システム戦略」に基づいた取組（調達、生産、加工・流通、消費）

取組の具体例

取組実施期間

・調達：生産段階でのプラスチック削減、堆肥の活用
・生産：土壌分析やドローンを活用した化学肥料・化学農薬の低減、
 バイオ炭の農地土壌への投入技術
・加工・流通：地域の未利用資源・規格外農作物の活用
・消費：学校での食品ロス削減の取組、食品廃棄物のアップサイクル など

令和７年１月から11月までの期間（一部でも可）内に実施した取組。
※過去から継続している取組であっても、当該期間内に実施されているもの
は対象に含みます。

《応募方法》

令和７年４月１日～６月
30日までに、参加登録
フォームから申し込みを
お願いします。

https://www.contactus.ma
ff.go.jp/j/form/kanbo/kank
yo/midori_challenge.html

問合せ窓口

農林水産省近畿農政局
075-414-9036 企画調整室
075-414-9722 環境・技術課

Kinki_midori_challenge@maff.go.jp
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